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Ⅰ 

大
会
に
つ
い
て 

第
六
一
回
総
会
及
び
第
六
八
回
大
会
が
、
五
月
一
六
日
（
土
）、
一
七
日
（
日
）
の
両
日
、
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
別
途
添
付
資
料
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
同
封
の
葉
書
で
大
会
及
び
懇
親
会
の
出
欠
を
、
四
月
二
八
日
（火
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

 

Ⅱ 

委
員
の
選
出
に
つ
い
て 

本
年
度
は
役
員
選
挙
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
選
挙
規
定
に
従
い
投
票
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
五
月
一
三
日(

水)(

必
着)

ま

で
に
事
務
局
宛
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
投
票
用
封
筒
に
は
選
挙
用
紙
以
外
の
も
の
は
入
れ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
大

会
会
場
で
は
、
五
月
一
六
日(

土)

正
午
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
な
お
、
会
則
及
び
選
挙
規
定
は
『
哲
学
』
（
第
六
〇
号
）
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。 

女
性
委
員
が
極
め
て
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。
委
員
会
の
投
票
に
際
し
て
は
、
男
女
共
同
参
画
の
観
点
か
ら
も
ご
配
慮
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。 

従
来
投
票
率
が
非
常
に
低
い
（前
回
の
投
票
率
七
％
）の
で
、
ど
う
か
お
忘
れ
な
く
投
票
さ
れ
ま
す
よ
う
に
。 

 

Ⅲ 

会
費
に
つ
い
て 

二
〇
〇
九
年
度
会
費
を
お
納
め
下
さ
い
。
今
年
度
会
費
（
六
千
円
）
を
含
め
た
ご
請
求
額
は
封
筒
の
宛
名
ラ
ベ
ル
の
右
下
に
表

示
し
て
あ
り
ま
す
。
同
封
の
振
込
用
紙
に
て
お
振
込
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
（
納
入
会
費
に
超
過
分
の
あ
る
方
に
は
振
込
用
紙

を
同
封
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
）
ま
た
、
会
費
未
納
三
年
以
上
の
方
は
会
員
資
格
に
か
か
わ
る
重
大
な
お
知
ら
せ
を
同
封
し
て
お
り

ま
す
の
で
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
未
納
分
の
会
費
を
お
納
め
下
さ
い
。
な
お
、
ご
請
求
金
額
は
二
〇
〇
九
年
二
月
末
の
資
料
（
会

費
年
度
は
、
三
月
一
日
か
ら
翌
年
の
二
月
末
ま
で
）
に
基
づ
い
て
お
り
ま
す
。
行
き
違
い
の
節
は
ご
容
赦
下
さ
い
。
領
収
証
は
郵

便
振
替
用
紙
の
払
込
票
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
会
当
日
、
会
場
で
の
お
支
払
い
の
場
合
は
領
収
証
を
発
行

い
た
し
ま
す
。 

 

Ⅳ 

会
員
資
格
に
つ
い
て 

近
年
連
絡
先
不
明
の
長
期
会
費
未
納
会
員
の
方
が
多
く
、
日
本
哲
学
会
の
運
営
お
よ
び
財
政
上
不
都
合
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。 

日
本
哲
学
会
で
は
、
昨
年
度
よ
り
会
費
未
納
猶
予
期
間
を
短
縮
し
四
年
以
上
会
費
未
納
の
会
員
は
、
日
本
哲
学
会
会
員
資
格
を

停
止
す
る
も
の
と
し
、
学
会
誌
『
哲
学
』
等
の
発
送
も
停
止
し
て
お
り
ま
す
。
会
費
未
納
期
間
が
三
年
以
上
に
な
る
会
員
の
方

に
は
、
書
面
に
て
そ
の
旨
ご
連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
四
年
目
の
会
費
年
度
中
に
会
費
を
納
入
し
て
い
た
だ
け
な
い
場
合

は
、
会
員
資
格
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。
な
お
、
会
員
資
格
を
停
止
さ
れ
た
方
が
資
格
の
復
活
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
会
費
未
納
期
間
分
の
会
費
（
二
万
四
千
円
分
）
の
支
払
い
を
条
件
と
い
た
し
ま
す
。 

 

Ⅴ 

公
募
論
文
に
つ
い
て 

 
 

日
本
哲
学
会
は
会
誌
『
哲
学
』
に
掲
載
す
る
論
文
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。 

応
募
の
た
め
の
詳
細
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ 

h
t
t
p:
/
/
p
hi
l
o
s
o
ph
y
-
ja
p
a
n.
o
r
g/
 

）
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

論
文
の
投
稿
を
希
望
す
る
会
員
は
、「
論
文
公
募
要
領
」
を
ご
確
認
の
上
、
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

Ⅵ 

『
哲
学
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
伴
う
著
作
権
譲
渡
の
お
願
い 

 
 
 
 

日
本
哲
学
会
で
は
、
会
誌
『
哲
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
を
電
子
化
し
公
開
す
る
電
子
ア
ー
カ
イ
ブ
化
の
作
業
を
企
画
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
独
立
行
政
法
人
・
科
学
技
術
振
興
機
構(JST)

の
支
援
を
受
け
て
、JST

が
運
用
す
る

Journal@
rchive

（http://w
w

w
.journalarchive.jst.go.jp/

）
に
お
い
て
『
哲
学
』
の
論
文
を
創
刊
号
に
ま
で
遡
っ
て
電
子
ア

ー
カ
イ
ブ
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
会
の
著
作
権
規
定
（
二
〇
〇
八
年
七
月
に
制
定
）
で
は
、
本
学
会
発
行
の
出
版

物
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
に
関
す
る
著
作
権
は
原
則
と
し
て
、
著
作
者
か
ら
本
学
会
へ
の
譲
渡
に
よ
り
、
本
学
会
に
帰
属
す
る



と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
著
作
権
の
譲
渡
に
は
、
著
作
者
か
ら
本
学
会
へ
の
承
諾
書
の
提
出
が
必
要
で
あ
る
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
電
子
ア
ー
カ
イ
ブ
化
に
は
、
創
刊
号
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
の
論
文
に
つ
い
て
、
著

作
権
の
譲
渡
が
必
要
で
す
が
、
二
〇
〇
八
年
度
以
前
の
論
文
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
の
手
続
き
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し

た
が
っ
て
、
本
来
な
ら
、
各
著
作
者
か
ら
譲
渡
の
承
諾
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
創
刊
号
か
ら
二
〇

〇
八
年
度
ま
で
の
各
論
文
に
つ
い
て
個
別
に
譲
渡
の
手
続
き
を
行
な
お
う
と
す
る
と
、
そ
の
事
務
量
は
膨
大
な
も
の
と
な
ら

ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
日
本
哲
学
会
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
度
以
前
の
各
論
文
に
つ
い
て
は
、
著
作
権
の
譲
渡
の
承
諾
書

が
な
く
て
も
、
著
作
権
規
定
に
準
じ
て
、
著
作
権
が
本
学
会
に
帰
属
す
る
も
の
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
電
子
版
を
公
開
す
る

こ
と
に
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
著
作
権
規
定
に
明
記
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
著
作
権
が
本
会
に
帰
属
し
て
も
、
著
作
者
自

身
に
よ
る
利
用
を
妨
げ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
創
刊
号
か
ら
二
〇
〇
八
年
度
ま
で
の
『
哲
学
』
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の

著
作
者
、
ま
た
は
相
続
権
を
持
つ
遺
族
の
方
で
、
こ
の
処
置
に
異
議
が
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
そ
の
旨
を
二
〇
〇
九 

年
五
月
末
日
ま
で
に
日
本
哲
学
会
事
務
局
宛
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
の
な
か
っ
た
論
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
承
認

い
た
だ
け
た
も
の
と
し
て
、
電
子
版
を
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
通
知
が
す
べ
て
の
著
作
権
者
、
ま
た
は

相
続
権
を
持
つ
遺
族
の
方
の
目
に
触
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
本
通
知
を
知
る
機
会
が
な
か
っ
た
等
の
理

由
で
期
限
後
に
該
当
者
か
ら
お
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
当
該
論
文
の
公
開
は
そ
れ
以
後
の
適
当
な
時
期
を
も
っ
て
中
止
す
る
こ

と
に
し
ま
す
。 

 

Ⅶ 

そ
の
他 

① 

『
哲
学
』
六
〇
号
、
及
び
『
日
本
哲
学
会
第
六
八
回
大
会
予
稿
集
』
を
同
封
い
た
し
ま
す
。 

② 

二
〇
〇
八
年
八
月
以
降
の
新
入
会
員
名
簿
を
同
封
致
し
ま
す
。
新
し
い
『
名
簿
』
は
七
月
の
会
員
連
絡
に
同
封
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
住
所
等
変
更
の
あ
る
方
は
同
封
の
出
欠
葉
書
に
朱
書
き
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。 

③ 

国
際
交
流
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
連
絡
事
項 

「
第
二
回
日
中
哲
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
日
本
哲
学
会
と
中
国
社
会
科
学
院
哲
学
研
究
所
の
共
催
で
、
四
月
二
五
日
、

二
六
日
、
中
国
遼
寧
省
の
瀋
陽
市
に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
「
日
中
に
お
け
る
哲
学
の
現
代
的
課
題
」
と
い
う
全
体
的
テ

ー
マ
の
も
と
、「
環
境
・
生
命
・
共
生
に
関
す
る
哲
学
の
新
展
開
」
と
「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
東
洋
‐
西
洋
の

思
想
的
協
同
」
と
い
う
二
つ
の
分
科
会
、
さ
ら
に
若
手
研
究
者
の
た
め
の
特
別
分
科
会
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
報

告
者
と
司
会
者
は
す
で
に
決
定
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
に
一
般
参
加
を
希
望
さ
れ
る
会
員
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
（
問
い
合
わ
せ
先:

日
本
哲
学
会
事
務
局 

Ｅ
メ
ー
ル :

 n
i
t
t
e
tu
@
p
hi
l
o
so
p
h
y-
j
a
pa
n
.
o
rg

） 

④ 

昨
年
五
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
日
本
哲
学
会
第
六
七
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
関
し
ま
し
て
、
会
員
の
小
田
智
敏
氏
、 

 
 

柿
木
伸
之
氏
よ
り
、
本
学
会
会
長
な
ら
び
に
委
員
会
宛
に
、
連
名
の
公
開
質
問
状
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
公
開
質

問
状
に
対
す
る
回
答
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し
て
お
り
ま
す
。 

⑤ 

連
絡
は
郵
便
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
内 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

〒
一
〇
八
‐
八
三
四
五 

東
京
都
港
区
三
田
二-

一
五
‐
四
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ
メ
ー
ル 

: n
it
t
e
tu
@
p
hi
l
o
s
op
h
y
-j
a
p
an
.
o
rg
 
 

電
話:

 0
9
0
-
3
80
2
-
51
1
4

（
但
し
、
水
金
曜
一
時
か
ら
四
時
ま
で
） 

な
お
、
二
〇
〇
九
年
六
月
一
日
よ
り
事
務
局
校
が
移
転
い
た
し
ま
す
。 

次
期
事
務
局
は
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
哲
学
研
究
室
内
（
〒
一
一
三
‐
〇
〇
三
三 

東
京
都
文
京
区

本
郷
七
‐
三
‐
一
）
で
す
。
新
し
い
連
絡
先
の
詳
細
は
、
決
定
次
第
、
日
本
哲
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

以
上 

二
〇
〇
九
年
四
月
一
日 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
哲
学
会
事
務
局 

 

会 

員 

各 

位 
 
 
 


